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Ⅱ―５  新型コロナウイルスワクチン接種に伴う抗体産生様態と副反応に 

ついて 
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【背景と目的】ワクチン接種後の抗体産生様態に個体差があることは知られて 

おり、新型コロナウイルスワクチンも同様と考えられる。その影響因子として、

免疫能の低下、感染の存在、薬剤の服用などが挙げられてきたが、社会環境因子

からゲノム、腸内細菌レベルまで包含した報告はない。今回我々は「性別と年齢

を考慮した抗体産生様態と副反応との結果について、さらに、これらに対する 

影響因子について検討すること」を目的に解析を行った。 
【対象と方法】R3 年度岩木健診参加者の内、本研究の同意を得られた 211 例を

対象とした。3 回目ワクチン接種 3～6 週間後に血清 S タンパク IgG (SARS-CoV-2 
Spike Protein IgG)と S タンパク IgM (SARS-CoV-2 Spike Protein IgM)を測定した。

参加者には、接種ワクチン情報や副反応等の回答を依頼し、これらと測定された

抗体価、R3 年度岩木健診データを用いて解析を行った。解析は、JMP と Data Robot
解析を用いた。 
【結果】ワクチン接種後の抗体産生様態に対する性別と年齢の影響について検討

した結果、女性において年齢増加に従い高値を示す傾向があるものの、有意差は

確認できなかった。副反応に対しては、①「痛み」・「だるさ」・「頭痛」・「発熱」

項目に対する回答は男女ともに多数、②「副反応無し」と「副反応有り」におい

て男女差が明確、③男性において年齢が上がるとともに無症状が多く、④女性の

75 歳以上において「痛み」・「だるさ」・「頭痛」の回答が減少、⑤女性において発

熱項目は年齢区分に関係なく 5 割回答などがあげられる。さらに、副反応（発熱）

と抗体産生様態について調べた結果、接種ワクチンの種類の影響はあるものの、

発熱体温が 38℃以上を回答した群がより高い抗体価を示すことがわかった。 
3 回目ワクチン接種後抗体産生様態には、「S タンパク IgM」・「白血球数」・「緑

茶」が影響因子として算出された。また、「副反応」に関しては「性別」が、「副

反応（発熱）の有無」には「S タンパク IgG と IgM」が算出された。解析結果よ

り、副反応において「予測モデルがアンケート集計結果を再現できていること」、

さらに、上位影響因子として「血液検査項目や食生活、運動を含む生活習慣が 

占める割合が高いこと」も確認できた。 
【考察】これまでの報告例と比較すると、本研究における「高齢者女性が高い 

抗体価を産生すること」はとても興味深い結果である。影響因子の解析結果を 

加味すると、この要因として、女性高齢者の「運動を含む生活習慣や食生活」が

深く関連していると考察した。 




